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ウクライナ：軍事侵攻1か月、高まる人道支援ニーズ
Ukraine crisis: attending to reproductive health needs of refugee women

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻開始から1か月余り。UNFPA事務局長のナタリア・カネ
ムはモルドバの避難所を訪問し、命からがら逃れてきた女性たちの声に耳を傾けました。「彼
女たちにとって、ここに来るまでの道のりはあまりにも過酷で、その目に映る恐怖は忘れたく
ても忘れられないものです」とカネム事務局長は振り返り、「この戦争の被害を受けた女性た
ちが安全に出産でき、暴力のない生活を取り戻せるよう全力を尽くします」と述べました。

モルドバで避難生活を送るウクライナ難民のひとり、ナター
シャ・クズネツォワさん（21歳）は、妊娠7ヶ月の体で3歳の
娘と母親ら家族を連れて、12時間かけて歩いてUNFPAが支援
する避難所へとたどり着きました。厳しい寒さと疲労による
過酷な道のりの後、急性腎不全を発症。病院へ救急搬送さ
れ、一命を取り留めましたが、先の見えない状況での出産に
大きな不安を感じています。「私も他のお母さんたちと同じ
く、元気な子どもを生みたいです。平和な環境で育ってほし
いとも願っています」と話しています。
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「難民たちは恐怖と不安を抱えています。泣く人もいれば、
眠れない人もいます。物音に対して過剰な反応を示す人もい
ます。特に子どもたちなどに顕著です。戦争のトラウマは、
すべての人々を追い詰めています」――避難所でウクライナ
難民たちの心のケアにあたる心理士のナタリア・ガンドラブ
ルさんはこう話しています。「彼らは『なぜ私たちなの？』
『私たちが何をしたと言うの？』『私たちは家に帰れる
の？』と聞いてきます。どこへ行けばいいのか、別の国へ行
くべきか、ここにとどまるべきか、わからずにいます」

ウクライナ危機をめぐり、UNFPAは国連児童基金（UNICEF）と世界保健機関（WHO）と共同
声明を出し、医療への軍事攻撃に関して強く非難しています。また、高まる人道支援ニーズを
受け、UNFPAでは「ウクライナ緊急支援寄付」へのご協力を呼び掛けています。女性と少女の
命と尊厳を守る活動に、皆様のあたたかいご支援をお待ちしています。

モザンビーク：日本政府、危機下の女性支援に56万米ドル
Mozambique: Japan grants US$ 560,000 to support displaced women and girls in need

モザンビーク北部で続く人道危機に関して、国連人口基金（UNFPA）は日本政府から約 56万米
ドルの支援を受け、カーボデルガード州、ナンプラ州、ニアッサ州で、国内避難民とホストコ
ミュニティの女性、少女、若者ら8万人以上を対象に、包括的なリプロダクティブ・ヘルス（性
と生殖に関する健康）とジェンダーに基づく暴力関連の新プロジェクトを開始します。
 

ウクライナ緊急支援寄付
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首都マプトで行われた開始式で、在モザンビーク日本大使館の木村元・特命全権大使は、「モ
ザンビークの将来的な経済発展には情勢不安や紛争をなくすことが不可欠」として、UNFPAを
含む６つの国際機関と連携し、人道支援を継続していくことを表明。ミルタ・カウラード国連
常駐調整官は「日本の貢献は、人道上の深刻なニーズを抱える多くの人々にとって、非常に重
要かつ時機を得たもの」と述べ、日本の平和と多国間主義への貢献に感謝しました。
 
▶ 詳しくはこちら
 

ジンバブエ：日本支援プロジェクト、救急車8台など供与
Zimbabwe: Japan hands over ambulances and equipment to save lives of pregnant women

日本政府による支援物資を引き渡す田中大使（右） 妊産婦の救急搬送などに活用される救急車8台

UNFPAは日本政府の支援を受け実施しているプロジェクトで、救急車8台や分娩台、ICUベッド
などの医療機器・関連物資（100万米ドル相当以上）をジンバブエ政府に引き渡しました。度重
なる干ばつ、深刻な経済状況、新型コロナウイルス感染症の感染拡大などにより、妊産婦への
ヘルスケアに大きな影響が出ている同国で、本事業は医療機器の活用と医療従事者の能力向上
を通じて、質の高い母子保健サービスを提供し、妊産婦の命を救うことを目的としています。
 
引き渡し式で、在ジンバブエ日本大使館の田中聡志・特命全権大使は「人道的危機の中で母親
と新生児の命を守り、将来の危機に耐えられるような保健システムの強化、また妊産婦死亡の
削減に貢献することを期待しています」と話しました。UNFPAジンバブエ事務所代表のエスタ
ー・ムイアは「この支援は、命を授かった女性たちの生と死を分けるものであることは間違い
ありません」とし、日本政府の支援に感謝の意を表しました。
 
▶ 詳しくはこちら
 

スリランカ：女性への暴力、日本政府がデジタル化支援
Sri Lanka: UNFPA and Japan extend digital support to improve services for GBV survivors
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日本政府の支援を受けて、UNFPAがスリランカで実施している女性を暴力から守るPROMISES
プロジェクトで、14台のノートパソコンなどが、在スリランカ日本大使館の水越英明・特命全
権大使とUNFPAスリランカ事務所代表のクンレ・アデニイから、女性・子ども支援などの担当
大臣であるピヤル・ニシャンタ・デ・シルバ氏に供与されました。スリランカではコロナ禍で
ジェンダーに基づく暴力が増加しており、女性支援機関はオンラインでの対応と予防を強化。
今回のデジタル化支援を通じて、被害者への質の高いフォローアップ、医療機関の迅速な紹介、
保護サービスの効率化などを目指します。
 
▶ 詳しくはこちら
 

ベトナム：母子のための携帯アプリ「MCH247」運用開始
Vietnam: launch of mobile application "Happy and Healthy Mother and Child" (MCH247)
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UNFPAとベトナム政府保健省母子健康局は、日本政府の支援のもとで開発されたスマートフォ
ン用アプリ「幸せで健康な母と子」（MCH247）の運用を開始しました。このアプリにより、
農村部や遠隔地に住む少数民族などを含むすべての母親たちは、住む場所に関わらず、リプロ
ダクティブ・ヘルスについての情報やサービスを受けたり、子どもの発育や予防接種の予定を
確認したりすることができます。同母子保健局のチャン・ダン・クォア副局長は、長期的かつ
複雑なパンデミック下でのアプリの役割を評価。UNFPAベトナム事務所代表の北原直美は、コ
ロナ禍でも女性は妊娠関連のケアを継続的に受ける必要があることを強調しています。
 
▶ 詳しくはこちら
 

マダガスカル：障がいのある人々への支援センター設置
Madagascar: reproductive health and GBV prevention for people with disabilities 

UNFPAがマダガスカルで実施している日本支援プロジェクト
で、障がいのある人々へのジェンダーに基づく暴力をなく
し、リプロダクティブ・ヘルスに関する啓発などを行う拠点
施設が、首都アンタナナリボに設置されました。このセンタ
ーは、すべての人にリプロダクティブ・ヘルスを届け、あら
ゆる暴力から被害者を守るため、日本政府の支援とマダガス
カル政府関係省庁の技術協力により開所したものです。

ルワンダ：日本政府、５万米ドル分の医療機器を提供
Rwanda: UNFPA and Japan provide local partners with US$ 50,000 worth of medical equipment
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ルワンダで実施中の日本政府支援プロジェクトで、UNFPAと
在ルワンダ日本大使館の今井雅啓・特命全権大使は、病床、
担架、車いす、酸素濃縮器などの約5万米ドル相当の医療機器
を現地パートナー団体に引き渡しました。人道支援が必要な
状況で、医療施設の受け入れ体制を強化し、質の高いリプロ
ダクティブ・ヘルスと母子保健サービスを提供するために活
用されます。
 
▶ 関連記事はこちら
 

ナミビア：国連ボランティアを募集中、4/1（金）まで
Namibia: UNV's call for applications is open until April 1 

国連ボランティア計画（UNV）と日本政府によるパートナー
シップ・プログラムでは、UNFPAナミビア事務所に派遣され
る日本人国連ボランティアを募集しています。新型コロナウ
イルス感染症に関する支援の一環として、女性や若者への心
理社会的サポートと生計能力向上支援などを担当します。締
め切りは4月１日（金）。詳しくは、UNV募集情報をご確認
ください。
 
▶ 募集情報はこちら
 

知っていますか？「SRHR」の意味と大切さ、日本テレビ
What is SRHR? Meaning and importance of sexual and reproductive health - Nippon TV

UNFPA駐日事務所長の佐藤摩利子は、日本テレビの小西美穂
キャスターから「セクシュアル・リプロダクティブ・ヘルス/
ライツ」（性と生殖に関する健康/権利：SRHR）についてイ
ンタビューを受け、妊娠・出産のタイミングなど女性が自身
のからだを「自己決定」することの大切さ、包括的健康教育
の重要性、タブーを乗り越えて女性の健康課題を話し合える
場所を作ることの必要性などについて語りました。 
 
▶ 記事全文はこちら

人道危機と「からだの自己決定権」、ハーパーズ バザー

UNFPA IN THE NEWS
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Humanitarian crises negatively impact women's bodily autonomy - Harper's BAZAAR

紛争や自然災害は直接的・間接的に妊産婦の健康に影響を与
え、パンデミックによる都市封鎖や外出制限は性暴力を増加
させる一方で、支援の提供を困難にします。UNFPA駐日事務
所長の佐藤摩利子は、ハーパーズ バザーの取材に応じ、人道
危機下の女性や少女が自分のからだについて自分で選択でき
なくなっている現状について述べるとともに、「からだの自
己決定権」の重要性を強調しました。
 
▶ 記事全文はこちら
 

その他のトピックス
Other topics 

ウクライナ 人口の4分の1が避難 4千人超が地下鉄駅などで出産（朝日新聞）
ウクライナ女性のために、私たちが今知るべきこと（Women's Health）
ウクライナ 避難先地下で女性出産余儀なく UNFPA危機感示す（NHK 国際ニュース
女性の体・健康・性のあり方テーマ  「からだ・私たち自身」復刊（東京新聞）
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